
☆平成２８年度「大運動会」が盛大に行われました。
５月２８日（土）
暑くもなく寒くもなく絶好の天気とグランドコンディションに恵まれ、多数のご来賓のご列席の下、学

校にとって大きな行事である平成２８年度「大運動会」が挙行されました。今年度の結果は白組が総合優
勝、紅組が準優勝、紅白対抗リレーでは男子の部が白組が優勝、女子の部は紅組が優勝でした。途中まで
紅組がリードし、午後の種目で白組が大逆転するという、はらはらドキドキの展開で最後まで目を離せな
い戦いになりました。見事に「君の中の疾風迅雷」が発揮されました。
さて、私にとっては校長として2年目の古山小学校の運動会でした。たくさんのことを感じましたが、

特に素晴らしいなと思ったことは次のとおりです。（昨年度も同様なことは感じましたが・・）
・前日準備や当日の駐車場の管理、後片付けなど、たくさんのＰＴＡの皆様が熱心に主体的に動いていた
だきました。おかげでトラブルもなく安心・安全な運動会になりました。

・児童全員が、与えられた係活動などに手を抜くことなく意欲的に取り組んでいました。また、2週間と
いう限定された期間の練習でも、元気に真剣に、しかも楽しく取り組む姿が見られました。

・当日の演技においても、児童は本気で走り、跳び、表現をしていました。どの種目も安心して見ていら
れるほど質の高い演技になったと思っています。特に６年生は、小学校最後の運動会ということで、練
習の段階から下級生をリードし持てる力を十分に発揮していました。

・応援団が素晴らしかった。応援団長のリーダーシップに拍手です。競う種目についてフィールドで絶え
間なく応援をしていました。それぞれのチームの児童も大きな声がでていました。

・閉会式の後、ご来場の皆様に感謝の気持ちを込めてトラック一周の行進をしましたが、たくさんの方が
最後まで残っていただき、たくさんの拍手をもらいました。本当にありがとうござました。

（紅組の応援） （紅組団長） ノーサイド （白組団長） （白組の応援）

（１・２年おどるポンポコリン） （５・６年 よさこいソーラン） （３・４年 銀河鉄道９９９）

（PTA種目アジャタ お疲れ様でした。次は教員チームもがんばります。） （大迫力の高学年の騎馬戦でした。）

今年度、工夫し改善したことは、惜しくも準優勝にな
ってしまったチームには「準優勝杯」のカップ（左図）
を贈呈することにしました。さらに運動会の記念品と
して、「クリアファイル」（右図）を制作し児童全員と
来賓の方々にプレゼントしました。これからは、でき
れば自前の「テント」を少しずつ増やすことができれ
ばいいな、と考えています。今後ともご支援ご協力よ
ろしくお願いいたします。
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○全校児童により「プール清掃」が行われました。
（高学年児童のバケツリレー）

今年度も水泳学習を間近に控えて「プ
ール清掃」が行われました。古山小では、
まず低・中学年の児童がプールサイドの
除草作業や清掃作業を実施し、その後高
学年の児童がプールの中をぴかぴかに磨
き上げます。老朽化したプールですが、
全校児童が参加してお掃除をする姿は素
晴らしいと思いました。
ホームページでもお知らせしましたが、

古山小のプールは市内でも古い方で
（低・中学年児童の除草） （開校時の昭和4５年の竣工）毎年プー

ルサイドは草だらけになってしまいます。

そのため、このプールは今年の水泳の授業が終わった後、今年度中に工事が入り管理棟も含めてきれい
にリフォームし新しく生まれ変わる予定になっています。（トイレも水洗へ）現在のプールの大掃除はこ
れが最後になりました。長年使用してきたこのプールともお別れです。（特に高学年の児童）名残を惜し
みながら水泳の授業を行いたいと思います。（どのような素晴らしいプールに変身するか楽しみです。）

○「栃木県民の日全校集会」が行われました。
6月15日は「栃木県民の日」です。本校でも例年「県民の日集会」を行っています。意義は「県民一人

一人が、郷土を見直し、理解と関心を深め、県民としての一体感と自治の意識をはぐくみ、より豊かな栃
木県を築きあげる・・」です。今年度も13日に県民の歌の斉唱、栃木県クイズなどを児童会企画委員会が
企画し実施しました。そして集会が終わろうとしているとき、なんと、栃木県のマスコットキャラクター
「とちまるくん」が突然テレポーテーションで古山小に登場するサプライズがあり、子供達もびっくり仰
天、大歓声、興奮のるつぼ・・・（この様子は下野新聞6月14日版に掲載されています。）

（栃木弁で「おっけーる」とはどんな意味？）（「とちまるくん」が突然体育館後方から登場、質問に答えてくれました。）
とても思い出に残る「栃木県民の日集会」になりました。「とちまるくん」ありがとうまる。

○栃木県教育委員会の「学力向上アドバイザー」の訪問がありました。
今年度古山小学校では、栃木県教育委員会事務局学校教育課学力向上推進室の「学力向上アドバイ

ザー」が年間を通じて計画的に学校を訪問し、学力向上についてご指導をいただくことになりました。
これは、県教委の「とちぎっ子学力アッププロジェクト」の一環として、学力調査の効果的な活用や、
学習指導における検証改善サイクルの確実な構築・運用を促進し、本県児童生徒一人一人の学力向上
を目指すものです。過日第1回目の訪問があり全学級の授業を参観していただきましたが、子供達の
学ぶ意欲や態度などに大変高い評価を受けました。そのアドバイザーの講話の中に大変興味深く衝撃
的なデータがありましたので紹介します。

このグラフは、中学生の勉強時間とスマホ等を使う時間
ごとの数学の平均点を表しています。スマホ等を使う時間
が長くなると成績が悪くなっています。さらに「３０分し
か勉強しない、スマホ等も全くしない①」生徒の成績より
「２時間以上勉強するけどスマホ等も４時間以上使う②」
生徒の方が成績が悪くなっています。せっかくの勉強の成
果が、スマホ等を長時間使うと打ち消されている恐れがあ
る。ということです。最も成績が良いのは2時間以上勉強
し、使う時間も1時間未満に抑えている生徒の③でした。

※ 児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。

学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/e_school/koyama/


